















































































































































































































樹種 径級＊ 長　級 1㎡当たり価格 年　齢（cm） ρ） （円） （年）
ケヤキ 34～863．0～11．108，500～1，300，00070～260
ク　リ 34～542．0～10．062，300～219，9007 ～170
サクラ 32～404．0～5．6 41，000～162，0005 ～60












1 68 62 49 8．0 3 185，000元玉（青ゲヤキ型）
2 160 59 55 8．0 2 363，000元玉
3 196 82 62 7．4 4 108，500〃
ケヤキ 4 195 77 70 7．4 4 269，300ノノ
5 260（未口） 95（未口） 153 3．0 4 414，000〃（空洞木）
6 253 110 93 4．0 1 861，000〃
7 256 120 96 5．8 1 969，900ノノ













4 159 73 65 3．0 4 82，600〃
1 60 57 51 4．2 3 162，000元玉
サクラ 2 62 53 50 4．0 3 63，000〃
3 53 48 45 5．6 4 41，000ノノ
1 118 64 48 3．2 3 43，000元玉
コナラ 2 95 63 59 4．2 2 51，000〃
3 87～99 56～61 47 4．0～4．22～3 48，900〃
＊品等は日本農林規格による。
ケヤキについてみると（図10），径級60cmまでは40万円以下で比較的安価であるが，径級60cm以上にな
ると急激に価格が上昇している。しかし，直径が大きくても地際部に腐朽の入ったものや空洞木は安
価である。欠陥木を除き正常木についてみると，径級の増大にともなって価格は直線的に上昇してい
る。他方クリ，サクラ，コナラでは，径級と価格との関係がケヤキほど明らかでなく，径級35～60cm
の範囲で価格に大きな差はない（図11）。ただし長尺ものや材質の特に優れたものは高価である。
　以上のように広葉樹用材の価格は径級が大きくなるに従って急激に上昇するものと，径級30cm以上
で価格に大きな変動のないものとがある。この傾向は関西の他の市場，関東の市場でもみられる1β）。広
葉樹材の価格形成は，利用システム要因（買い手要因と用途要因）と材質要因とによって決まるとさ
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図正0　ケヤキの径級と価格との関係
　　　（日原営林署産天然ケヤキ材，
　　　昭和61年11月17日入札）
　　＊　空洞木
（万円）
1
m3
当
た
り
価
格
25
20
15
10
5
0
30　　　　　　40　　　　　　50　　　　　　60
　　　　　　　　　　（cm）　　　径　級
図11　広葉樹大径材の径級と価格の関係
　　　（日原営林署産　昭和61年11月17日入札）
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れているが7），樹種によってこれらの要因が異なるために価格差が生ずることになる。いずれにしても
関西市場，関東市場ともケヤキ材が飛び抜けて高価である。
3．考　察
　ケヤキ材の用途は広く径級30cm以下のものはフローリング，民芸品，工芸品，器具材，挽板用プリ
ッチなどに，30cm以上のものは寺社建築用材，家具用材，民芸品，漆器素地，挽板用プリッチなどに
使用される。特に老大木の杢目の美しいものは家具・内装用として貴重であり著しく高価である。木
材価格の面からみると径級60cm以上で価格が急上昇するので高品質材の生産目標は胸高直径70cm以上
ということになる。日原営林署産のケヤキはこの径級に達するのに180年以上を要している。日原営林
署におけるケヤキの標準伐期齢は150年である。山脇は9’高知営林局大栃営林署のケヤキ林を調査し，
伐期における期待胸高直径70cm，樹高23m，成立本数100本とすると，胸高直径生長曲線から推定した
想定伐期齢は170年で，この時のha当たり材積は340㎡になるとしている。ケヤキの高晶質材を生産す
るためには長伐期施業が必要であるが，早生型の生長タイプが遺伝的性質であるということがはっき
りすれば，育種によって短～中伐期向きの晶種の育成も可能になるかも知れない。
　クリは径級30cm以上のものは家具用材に，30cm以下のものは建築用材（土台，押角），枕木，土木用
材などに利用される。図5から判断すると，胸高直径50㎝以上のものを生産するためには100年以上の
長伐期施業が必要である。
　サクラは生長が早く50～60年で胸高直径50cm前後に生長している。大径材は建築用材（敷居，フロ
ーリング〉に利用される。一般に寿命が短いので長伐期施業は困難である。
　ナラ類は径級50cm以上のものは家具用材，テーブル用天盤，合板用挽板などに利用される。径級30～40
有用広葉樹の生長と材価について （19）
cmのものは家具用材（曲木等），柄材（農機具），テーブル用天盤などに利用されるが，コナラはミズ
ナラに比べて材質が劣り，小径材は狂いや割れが生じ家具用材には不向きであるという。関西地方に
はコナラが多く，ミズナラは海抜高の高い所でないと出現しない。コナラを用材として利用するには
大径材にする必要がある。大径材になると材質が良くなり一般にナラ材として通用するという。表2
によると，胸高直径50cmに生長するのに100年を要している。大径材を生産するためには長伐期施業が
必要である。
　以上のように広葉樹の施業方針は材の利用目的とそれぞれの樹種の生長特性の両方から判断して決
定する必要がある。用材として利用する場合には，ケヤキのように150年以上の長伐期施業をしなけれ
ばならないもの，サクラやコナラのように50～100年の中伐期で伐採可能なものがあり，更に育種によ
って生長のよいものを選抜すれば伐期を短縮することが可能と思われる6）。また広葉樹は間伐等の保育
によって直径生長が促進されるのでz3），施業の面からも伐期の短縮は可能であろう。
IV　摘 要
　ケヤキ，クリ，コナラ，サクラなど有用広葉樹について材の生長特性と価格を調査し，施業との関
連を考察した。
　1．直径生長の経過は樹種によって異なるが，同じ樹種の中でも個体によって著しく差のあるもの
があった。生長のタイプは大きく分けると二つのタイプ，すなわち早生型と晩生型が認められた。サ
クラは初期生長が旺盛で50～60年で利用径級に生長したが，ケヤキは生長が遅く，利用径級に達する
のに150年以上を要した。しかし，ケヤキ，クリの中には著しく生長の早い個体があった。
　2．広葉樹材の価格は樹種によって，また材質によって差が大きかったが，ケヤキが他の樹種に比
べて飛び抜けて高価であった。ケヤキ材は径級が大きくなるに従って価格が上昇したが，特に径級60
cm以上のものは高価であった。クリ，コナラ，サクラなどは径級の違いによって価格に大きな差はみ
られなかった。
　3．ケヤキやクリの中には初期生長の旺盛な早生型の生長タイプの個体があり，この性質が遺伝的
なものであれば短～中伐期向きの晶種の育成も可能かも知れない。また間伐等の保育によっても伐期
の短縮は可能と思われる。
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